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●「第 40 回  日産  童話と絵本のグ ランプ リ」入賞作品 決定  

全国のアマチ ュア作 家から寄せら れた創 作童話 1,490 編、絵本 277 編、合計

1,767 編の中から、入 賞作品 38 編が決定し 、３月９日に表彰 式を 行いました。  

・童話の部大 賞『今 日にかぎって 』  樺 島ざくろさん  

・絵本の部大 賞『う つらうつら』  スージ ィさん  

上記の２作品 は、後 日、絵本とし て出版 されます。  

◇  絵本の部  入賞作 品展  ３月 24 日まで 、大阪府立中 央図書 館で開催中。  

施設の開館日 時にご 覧いただけま す／入 場無料  

→ http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/02_nissan/index.html#tenji2024  

◇  表 彰 式 内 で 実 施 し た 、 40 周 年 記 念 フ ォ ー ラ ム 「 童 話 を 語 る ・ 絵 本 を 描 く  

－童話・絵本のつくり 手を目指すみ なさん へ」は、後日、YouTube チャンネル

で公開します 。  

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701/  

 

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701/


●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196  

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  当財団公式Ｘ（旧 Twitter）  →  https://twitter.com/IICLO_News  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『さんごいろ の雲』  やえがしな おこ /作  出口春菜 /絵  講談 社  2024 年 2

月  対象年齢 ：小学 校中学年以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団理事長の 宮川健 郎さん（Ｔ） です。  

 

あ ら す じ ： 不 思 議 な で き ご と に 出 会 う ７ つ の 短 編 集 。 有 名 な レ ス ト ラ ン で 下

働 き ば か り し て い る 若 者 が 仕 事 を や め 、 す み れ で い っ ぱ い の 村 へ 行 き 、 指

に す み れ の 香 水 を お ば あ さ ん に つ け て も ら っ て 幸 運 を 手 に す る 「 す み れ の

指の魔法」、女 の子と 弟が森の中へ いちご つみに行って うさぎ の国へ迷い込

んでしまう「リルムラ ルム」、お妃を亡 くし た若い王さま が街は ずれに住む

おばあさんに その悲 しみを語る「王さまと 虹」、子うさぎの 兄弟 が雪の中で

迷 っ て き つ ね に だ ま さ れ そ う に な る 「 セ ー タ ー と 雪 ぐ つ 」 な ど が 入 っ て い

る。  

 

Ｔ ： 最 近 の 児 童 文 学 作 品 で よ く 描 か れ て い る 子 ど も の リ ア ル な 厳 し い 現 状 で

はない「童話 」で、 かえって新鮮 に感じ ます。  

Ｙ：童話とは どうい う意味で使わ れてい ますか。  

Ｔ：詩的なこ とばで書 かれ、象徴性 があり、心象風景が描 かれた 作品というこ

とです。戦前でい えば 、小川未明に代表 され る作品で、戦後、一 度 否定され

ましたが、書き 続けら れています。私 の定義 で言えば、宮沢 賢治も あまんき

みこも安房直 子も童 話作家です。  

Ｙ：な るほど。情景 描 写が美しく、オノ マト ペや歌がでて きて、声 に出してよ

み た く な る よ う な 作 品 と い う 意 味 で 共 通 し て い ま す 。 や え が し さ ん の 作 品

は 特 に 透 き 通 る よ う な 風 景 が 美 し く 、 結 末 を 読 む と 、 ど こ か 幸 せ な 気 持 ち

になれるとこ ろに特 徴があるよう な気が しました。  

Ｔ：童話には昔話か ら 影響があって、場所 や 人物が必ずし も特定 できません。

つまり、象徴性 が高い ということに なりま す。ストーリー につい ても、何ら

か の 欠 落 が あ っ て 、 そ れ を う め る と い う 昔 話 的 な 物 語 が 展 開 す る こ と に な

ります。私がいち ばん 印象に残った 表題作「 さんごいろの 雲」は、赤い犬と

と も に 旅 す る 貧 し い バ イ オ リ ン ひ き が 主 人 公 で す 。 さ ん ご い ろ の 小 さ な 雲

が、そのバイオ リンに「悲しんでいる 人たち の小さな願い がかな う」魔法を

かけてくれて 、人々 を幸せにしま す。  

https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


Ｙ：私 は最後の「か つ らの木と星の 夜」が好 きでした。いつも きつ ねや鳥の話

を 聞 い て い る ば か り の か つ ら の 木 が 空 に の ぼ っ て 星 々 に 自 分 の 話 を 聞 い て

もらって語り、ま た、地上に戻って 眠りに つくという物 語です 。「空は、く

だ け た 真 珠 の 粉 を ま ぶ し た よ う 、 大 き な 星 の む こ う に は 小 さ な 星 が あ り 、

数えきれない 星くず が、ちかちか、ちか ち か、またたいてい たの です。それ

はまるで、星 たちの せわしないお しゃべ りのようでし た。」（ p.115）という

描写を読んだ とき、 空の景色が目 の前に 広がったよう な気が しました。  

Ｔ ： 語 り 口 の 心 地 よ さ も 童 話 の 特 徴 で す 。 耳 で 聞 い て 楽 し め る 作 品 だ と 思 い

ました。グリ ム童話 のすぐれた翻 訳を読 んでいるよう な心地 がしました。  

Ｙ：挿絵も美 しく、人 と人の交わり の楽し さ、自然の美 しさと不 思議さが心に

残る作品集で した。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 103 回「四又の百 合」  

 百合を売る 聖なる 子ども  

 

〈 正 徧 知 （ し ょ う へ ん ち ） は あ し た の 朝 の 七 時 ご ろ ヒ ー ム キ ャ の 河 を お わ た

りになってこ の町に 入らっしゃる そうだ 。〉  

 

す き と お っ た 風 と と も に 、 こ う い う 言 葉 が ハ ー ム キ ャ の 王 宮 や 城 下 に 流 れ て

きます。永い 間、正徧 知の来訪を待 ち焦が れていた人民 は、まる で子どものよ

うにいそいそ します。自分の家を整 理し、通 りを掃き清め 、水とと もに白い石

英 の 砂 を 撒 き ま す 。 白 鬚 の 大 臣 か ら 来 訪 の 報 告 を 受 け た 王 も 、 思 わ ず 我 を 忘

れ て 玉 座 か ら 立 ち あ が り ま す 。 そ し て 、 千 人 の 食 事 や 千 人 の 宿 の 準 備 に か か

るよう申し渡 します 。  

 

翌 朝 ま で 一 睡 も せ ず 、 夜 明 け に は 出 迎 え の 支 度 を し 始 め た 王 は 、 正 徧 知 に 捧

げ る 百 合 の 花 を 一 茎 見 つ け て く る よ う 、 黒 髭 の 大 蔵 大 臣 に 命 じ ま す 。 大 臣 は

ひ と り 、 百 合 を 求 め て 林 の 方 へ 出 か け 、 林 の 陰 に あ る 一 軒 の 大 き な う ち を 見

かけます。その家の前 には一人の子 どもが いて、〈まっ白な 貝細 工のような百

合の十の花の ついた 茎をもってこ っちを 見ていました 〉。子ど もは、売り 物の

百 合 を 大 臣 の 〈 紅 宝 玉 の 首 か ざ り 〉 と 交 換 す る こ と に い っ た ん 合 意 し ま す 。

が、その百合 が正徧知 に献げられる ものだ と知ると〈や るよ〉と 無償で差し出

します。王 が大臣か ら百合を受け 取ると 、〈川の向う の青い林の こっちにかす

かな黄金いろ がぽっ と虹のように のぼる のが見え〉、〈みん なは 地にひれふし 〉

〈王もまた砂 にひざ まずき〉ます 。  

 

正徧知とは、如来など とともに仏の 十号の 一つとされま す。本生 譚（ジャータ

カ ） か ら の 着 想 が 指 摘 さ れ る な ど 宗 教 色 の 強 い 作 品 で す が 、 同 時 に 白 い 百 合

や四又から、 キリス ト教的世界観 との関 連が言及され ること もあります。  

 

物語を読むう えで気 になるのは、キー ワ ードとしての〈子 ど も〉です。〈子供



のようにいそ いそし て〉〈子 供のよう に顔 を赤くして 〉など、聖 者を心待ちに

す る 大 人 の 心 の 高 ま り を 子 ど も に 喩 え つ つ 、 後 半 に は 実 際 に 百 合 を 手 に し た

子 ど も が 登 場 し ま す 。 栗 の 木 の 下 に は だ し で 立 ち 、 百 合 を 売 る こ の 子 ど も に

は、どこか 聖なる面 差しが感じら れます 。伊藤真一 郎は、〈こ の謎めいた子 ど

もこそ、実は 如来では なかったか〉と、物語 では姿を見せ なかっ た正徧知の正

体に踏み込ん でいま す（「四又 の百合」 平 成十五年）。  

 

一方、本作が 清書され たと推定され ている 大正十二年頃 は、童心 主義（子ども

の純粋な心を 理想化・絶対化する考 え）の時 代でした。賢 治の創作 もこうした

時 代 思 潮 の 影 響 下 に あ っ た と も 考 え ら れ て い ま す 。 賢 治 童 話 に お い て も 、 子

どもは神の側 と通じ る存在といえ るのか もしれません 。（ペ 吉 ）  

 

（本文の引用 は、 角 川文庫『銀河 鉄道の 夜』 によりま した。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ５７  

*****************************************************************  

 

「あのう。ぼ くのか げぼうし、ま いごに なっていませ んか」  

「かげぼうし ね。い るよ。うらへ まわっ てごらん」  

リョウはよろ こんで 交番のうらへ いきま す。  

そこにはもの ほしが あって、リョ ウのかげ ぼうしが、だ らん、と かけてありま

す。  

 

（「ジュー ス」 『ぽ たぽた』三木卓 /作  杉浦範茂 /画  理論 社  2013 年 2 月  

p.6 ＊初版は筑摩 書 房  1983 年 9 月）  

 

３月 16 日（土 ）に韓 国の絵本作家 スージ ー・リーの 子ども向 けワークショ ッ

プ（日本国際児童 図書 評議会（ JBBY）主催）にスタッフと して参 加しました。

子どもたちは 、スー ジー・リーの絵本『か げ』（ 講談社  2010 年 8 月）を紹介

してもらった あと、自 分の「かげ」を想像 豊 かに描きまし た。その ワークショ

ップを見て思 い出し たのが『ぽた ぽた』 の中の「ジュ ース」 です。  

 

梅雨で外に出 られず、鬱屈していた リョウ が梅雨明けと ともに 外に飛び出し 、

興奮のあまり、かげ ぼ うしをけっと ばし、み なとの海へ落 として しまいます。

リ ョ ウ は そ れ に 気 づ か ず 、 ジ ュ ー ス を 飲 ん で 、 そ れ か ら か げ ぼ う し の い な い

ことに気づき ます。そ して、引用の ように、迷子のかげぼ うしを 探しに交番へ

行きます。  

 

「かげ」と 言わず 、「 かげぼうし 」と言うこ とで、「 かげ」に人格 ができます。

リョウはかげ ぼうし がなくても、行動でき ますが、地面 にはりつ いている「か

げ ぼ う し 」 と 一 体 に な っ て は じ め て 、 完 全 な リ ョ ウ に な り ま す 。 か げ ぼ う し

も 、 リ ョ ウ が い な け れ ば 、 も の ほ し に だ ら ん と か け ら れ て い る よ う な 存 在 で

す。その描か れ方が 何ともユーモ ラスで す。  



 

かげぼうしは、リ ョウ に怒っていて「へ ん。なにがリョウ だ。もう つきあって

あ げ な い か ら 」 と 言 い ま す 。 リ ョ ウ は 、 か げ ぼ う し が 欲 し い と い っ た オ レ ン

ジ・ジュース を飲ませ ようとします が、地面 にこぼれてし まうば かり。かげぼ

う し の 提 案 で 、 リ ョ ウ が ジ ュ ー ス を 飲 む と 、 か げ ぼ う し も か ん の か げ ぼ う し

からジュース を飲み ます。そして、リ ョウ は「おいしい？ かげぼ うしくん」「ぼ

くはとても、おい しい 」と言います。何の 説 明もありませ んが、こ れだけで、

リ ョ ウ と か げ ぼ う し が 一 体 に な り 、 リ ョ ウ は 自 分 を 取 り 戻 し た と い う こ と が

わかり、読者 にリョ ウとかげ ぼう しの満 足感が伝わっ てきま す。  

 

三 木 卓 の 散 文 詩 の よ う な こ の 作 品 は 、 無 駄 な こ と ば や 説 明 の こ と ば が 一 切 な

く、声に出 して読んで 楽しく、そ して哲学的 です。これ は『ぽた ぽ た』に所収

されている 19 編の短 編作品すべて に共通 しています 。そして 、杉浦範茂の絵

がそのおもし ろさを 違う角度から 表現し ている点も魅 力です 。（Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

大丸ミュージ アム＜ 京都＞で３月 25 日まで開催されて いる「 ブ ルーナ絵本展 」

に行ってきま した。2023 年にディック・ブ ルーナ（ 1927-2017）の絵本が生ま

れて 70 周年を迎え た ことを記念し た展覧 会で、オランダで 出版 された 120 冊

以上の絵本作 品や、イ ラストのパネ ルをは じめ、原画・スケッチ などが展示さ

れていました 。  

 

その中には、ブルー ナの絵本「うさこち ゃん」（ミッフ ィ）の みでなく、くま

の「ボリス（ぼり す）」シリーズ、ぶた の「ポピー（うたこ さ ん）」、犬の「ス

ナッフィー（くんく ん）」、『 しらゆき ひめ 』などのお とぎばな しシリーズな ど

の作品があり ました 。  

 

入口を入ると 、オラ ンダで出版さ れた約 120 冊の絵本が、 初期 の作品から順

に 、 表 紙 が 見 え る よ う に ず ら り と 展 示 さ れ て い ま し た 。 家 に あ っ た 作 品 も あ

り、懐かしい 気持ち になりました 。  

 

次に、「 1959-1999 長方形→正方形 へ  ブ ルーナさんの スタイ ルがうまれる 」

と い う タ イ ト ル で 、 判 型 が 変 化 し た こ と が 紹 介 さ れ て い ま し た 。 う さ こ ち ゃ

ん シ リ ー ズ が 正 方 形 で あ っ た こ と が い か に 特 別 で 、 正 方 形 が い か に 美 し く 安

定的なのかに 改めて 気づきました 。また 、ブルーナ・カラー（赤 、黄、緑、青）

に つ い て も 紹 介 が あ り 、 ス ナ ッ フ ィ ー や ボ リ ス の 茶 と 、 ぞ う や ね ず み の た め

のグレーが加 わった との説明にな るほど と思いました 。  

 

「絵本ができ るまで  『ぼりす  そらをと ぶ』のための スケッチ 」のコーナー

で は 、 構 想 し た 段 階 で 描 か れ た 制 作 メ モ が あ り ま し た 。 日 本 の ホ テ ル で 窓 を

見 て い た と き に 思 い つ い た お 話 と の こ と で 、 傘 を つ か ん で い る ボ リ ス の 走 り

書 き の よ う な 絵 が あ り 、 こ の よ う な ラ フ な ス ケ ッ チ か ら 、 色 も 線 も 安 定 し た



絵ができるの かと興 味深かったで す。  

 

絵 を 描 い て い る と こ ろ の 映 像 も 見 ら れ る よ う に な っ て お り 、 線 は 自 分 で 筆 先

を 切 り そ ろ え た 筆 で 点 を つ な ぐ よ う に 描 か れ て い る こ と が わ か り ま す 。 手 描

きの線だから こその あたたかみが あるん だと思いまし た。  

 

シ ン プ ル な 形 と 線 で 、 想 像 の た め の 余 白 が た っ ぷ り あ る ブ ル ー ナ 絵 本 の 世 界

に 浸 る と 、 複 雑 な 世 の 中 が す っ き り と 見 え て く る よ う な 気 が し て 、 元 気 を も

らって帰りま した。（ Ｋ）  

 

ディック・ブ ルーナ 絵本展公式サ イト  https://bruna2023.exhibit.jp/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第９ 回  

*****************************************************************  

第３章  あま んきみ こさん  

その３  『ゆ めでも いい』  

 

あまんきみこ さん（ 1931 年～）と母宮川 ひ ろ（ 1923～ 2018 年）は 、同人誌『ど

うわ教室』（ 1966 年 4 月創刊）でいっし ょに勉強した 仲間で す。あまんさ ん

は、母より８ 歳年下 ですが、母が 亡くな るまで、 50 年あまり も、ずっと友 だ

ちでいてくだ さいま した。私も、小学生の ころから現在 まで、折 々お目にかか

ることがあり ます。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

今回で、第３章「あ ま んきみこさん」は おわ ります。来月は休 載さ せていただ

き、 2024 年５月配信 の第 165 号からは第 ４章「宮川ひ ろ」で す。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●大阪国際児 童文学 館を語る会・ 考える 会 2024 

「－すべての 子供に 本の喜びを－ 言葉と 歩む」  

第１部  講演 会「言 葉と歩む」  講師： 小風さち（児 童文学 作家）  

第２部  対談「子ど もの本のたの しみ」小風さち、土居安子（ IICLO 理事・総

括専門員）  

日時：３月 30 日（土 ） 13： 30～ 16： 20  場所：ドー ンセン ター（大阪市 ） 

主催：大阪国 際児童 文学館を育て る会   ※有料、要 申し込 み  

https://bruna2023.exhibit.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『さん ごいろの雲 』を

プレゼントし ます。ご希望の方は 、プレ ゼント応募フ ォーム から、 (1)お名前  

(2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メール アドレス、よ ろしけれ ば  (5)この

メルマガのご 感想を お書きのうえ  ご応募 ください。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8  

締切は４月 10 日（水 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

知人の二人の 子ども は今春、大学 と高校 へそれぞれ合 格。大 学生になる娘 の

首都圏での下 宿探し や引っ越しの 手配、 家電の購入 な どで忙 しそうです。 一

方、当の娘は 卒業旅 行に行くなど 、毎日 楽しく過ごし ている とのこと。春 は

出会いと別れ の季節 だなと思いま した 。（ ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

